
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

学習コンテストの実施
再テストの実施
(国数英・各1回)

コンテスト合格者
８０％以上
再テスト合格者
５０％以上

委託業者による放課後学習
教室・ＥＤＯスクの実施

登録生徒率100％
出席率90％以上

朝読書と読書科を連動した
まとめ学習の実施

学期に1回、全学年
で実施

メディアコントロールを通
した睡眠時間と学習時間の
確保

メディアコントロー
ルチャレンジ週間の
実施（年3回）

計画的な体力テストの実施
と継続的な体力測定の実施

1学期と3学期の測
定結果で１０％の記
録向上

食育・給食指導の充実 給食だより（月1号
発行）
主食残菜率15%以
下

○ 探求心をもち学ぶ生徒
○ 礼儀正しく豊かな心をもつ生徒
○ 健やかな体をもつ生徒

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

「自分を磨き、互いに高めあえる学校」「保護者や地域から信頼される学校」
【あきらめない心をもって　未来を拓く】①自分から進んで学び、対話を通して深く考え、行動することができる生徒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②自他の命を大切にし、仲間を思いやり、人と上手に接することができる生徒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③「篠二中」や地域を愛し、広い視野をもち、仲間や社会の役に立つことができる生徒
【学び続ける教師】①生徒の気持ちや考えを理解し、対話を大切にしながら、生徒と接することができる教職員
　　　　　　　　　②生徒が自己実現のための意欲と行動力を身に付けるため、生徒の学びを支援できる教職員
　　　　　　　　　③保護者の願いや社会の期待を自覚し、未来を生きる生徒を育成することができる教職員
　　　　　　　　　④未来を生きる生徒とともに自己啓発と自己変革に意欲的に取り組むことができる教職員

基礎基本の徹底と
「思考力・判断力・表
現力」の向上

体
力
向
上

学
力
向
上

読書科の更なる充実

健康の増進と
　　　　体力の向上

具体的な取組内容 数値目標
達成度

令和７年度　江戸川区立篠崎第二中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標

前年度までの本校の
現状

○　挨拶指導に重点的に取り組み、適切な対人関係を構築するとともに、生徒の自主性・主体性
を取り入れ、教育活動の充実が図られた。
○　保護者や地域に教育活動を公開するとともに、連携協力を深め、地域の学校としての機能を
発展できた。

○発達支持的生徒指導の充実を推進し、学習指導と生徒指導を一体化することで生徒の生きる力を伸長させる。

○家庭や地域と連携し、基本的な生活習慣が確立した自己管理能力を身に付けた自立した学習者を育成する。

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)重点 取組項目



危機回避能力の向上のため
の指導内容の充実

生徒アンケート結果
における肯定的評価
80%以上

他者理解や他者尊重の精神
の醸成のための教育活動の
実施

いじめに関する授業
の実施（年3回以
上）

校内外でのボランティア活
動の紹介及び参加の奨励

校内ボランティア参加
生徒率50%以上
ボランティア機会の紹
介（年10回以上）

ホームページの更新：週４
回以上
学校だより：月１回発行

保護者アンケートに
おける肯定的評価：
９０%以上

生徒アンケート、保護者ア
ンケートの実施（年２回）

全質問について肯定
的評価８０%以上

外部講師を招聘しての講演
会等の実施

年5回以上、全学年
で実施

月１回の定時退勤日の設定
年次有給休暇１５日以上取
得

全教職員の月残業時
間55時間以下
１５日以上取得７
０%以上

年間１２回の校内研修会の
実施

教育課題研修２回
校内授業研究２回
服務事故防止研修３回+
適宜
その他５回

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

働き方改革の推進

教員研修の実施

開
か
れ
た
学
校
の
実
現

外部人材の活用した教
育活動の充実

学校ホームページ等の
充実

学校関係者等評価の充
実

生
き
る
力
の
醸
成

避難訓練・安全指導の
充実

いじめのない学校の構
築

ボランティア活動の奨
励


